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①
結果から導かれた
論理的な結論

実験や観察から得
られた結果をもと
に考えが進められ
ている

結果をもとに論理
的に考えを進める
ことができているか

得られた研究結果か
ら結論を導き出すまで
の過程が、論理的に
一貫性のあるものにな
り、わかりやすく明確
に説明できた。

得られた研究結果か
ら結論を導き出すまで
の過程が、論理的に
一貫性のあるものに
なった。

得られた研究結果か
ら導き出された結論
に、論理的に矛盾が
あったが、指導教員や
他者からの指摘を受
けて修正できた。

得られた研究結果か
ら導き出された結論の
一部に、論拠や根拠
が不十分であったり、
飛躍があったりする。

得られた研究結果か
ら導き出された結論の
一部に、論拠や根拠
が不十分であったり、
飛躍があったりする。

② 結論の導き方

結論に対して、全メ
ンバーの意見を元
にした議論を行っ
ている

班員全員で結論を
考えられているか

結論について、他のメ
ンバーと十分に議論を
重ねた。指導教員にも
結論についての助言
を仰いだ。

結論について、他のメ
ンバーと十分に議論を
重ねた。

結論について、他のメ
ンバーと議論を重ねよ
うと試みたが、十分と
言えるものではなかっ
た。

結論について、他のメ
ンバーと十分に議論を
重ねようと試みたが、
一部メンバーの不参
加など総意とは言い
切れない。

結論について、他のメ
ンバーと議論すること
はまったくなかった。

③ 結論の有用性

導かれた結論は、
社会的または学術
的課題の解決につ
ながるものである

結論の一歩先を考
えられているか

得られた結論は、これ
までに解決できなかっ
た社会的・学術的課題
を解決するものであ
り、大きな技術革新に
つながるものである。

得られた結論は、これ
までの実験手法の改
良や社会をより良くす
る工夫などにつながる
ものである。

得られた結論は社会
をよりよくするものにつ
ながると考えている
が、まだしっかりと結
びつけられていない。

得られた結論は社会
をよりよくするものにつ
ながる可能性がある
が、班内で深く議論し
ていない。

得られた結論と社会・
学術との関連性をまっ
たく考えなかったor
まったく関連性が見い
だせないものであっ
た。

④ 目的・仮説の検証

研究当初に立てた
目的や仮説に対す
る「答え」が導けて
いる

目的・仮説と結論
に齟齬がないか

目的・仮説を検証する
結論が十分に得られ、
論理的に説明できる。
(または、そのような結
論に達していないた
め、追加実験を検討し
ている。)

目的・仮説を検証する
結論が得られ、ある程
度は論理的に説明で
きる。(加えて、さらなる
追加実験を検討して
いる。)

目的・仮説を検証する
結論が得られ、ある程
度は論理的に説明で
きる。(追加実験は考
えていない。)

目的・仮説を検証する
結論は得られず、追加
実験を検討することも
なかった。

目的・仮説と、得られ
た結果を照らし合わせ
て考えることをしな
かった。

⑤ 追加実験の検討

結論とともに現れ
る「新たな問い」に
対する適切な対応
ができている

さらなる探究活動
に取り組もうとして
いるか

結論をふまえ、必要で
あると考えられる追加
実験を考え、実施した
(継続中である)。また
は、十分な実験が行
えたため、追加実験は
不要と判断した。

結論をふまえ、必要で
あると考えられる追加
実験を考えており、手
順などを模索してい
る。

結論をふまえ、追加実
験が必要であると判
断しているが、具体的
にどのようにするかは
まったく決めていな
い。

結論をふまえると、追
加実験を行った方がよ
いと考えられるが、さ
らなる実験は計画して
いない。

追加実験が必要かど
うか、議論することは
なかった。

⑥ 実験や観察の方法
実験・観察の方法
を正確に伝えられ
ている

実験手順につい
て。わかりやすく伝
えられているか

図や写真を効果的に
用いて、実験方法をわ
かりやすく解説するこ
とができた。加えて、
指導教員や他者より
わかりやすいとの評価
をもらった。

図や写真を効果的に
用いて、実験方法をわ
かりやすく解説するこ
とができた。(他者から
の評価はもらっていな
い。)

必要に応じて図や写
真を用い、実験方法を
わかりやすく解説する
ことができた。

記述した実験方法そ
のものに手順のミスや
誤りが含まれており、
それを修正することが
まだできていない。

記述した実験方法が、
まだ研究動機や目的
に合っていない。

⑦ 結果や考察
結果や考察が読者
に正しく伝わる

結果と考察につい
て、わかりやすく伝
えられているか

図やグラフ・写真を効
果的に用いて、結果を
わかりやすくまとめる
ことができ、加えて、指
導教員や他者よりわ
かりやすいとの評価を
もらった。

図やグラフ・写真を効
果的に用いて、結果を
わかりやすくまとめる
ことができた。(他者か
らの評価はもらってい
ない。)

図やグラフ・写真を用
いて、結果をわかりや
すくまとめることができ
た。

結果に一部不備は
あったが、その原因は
追及することができ
た。

結果を出すことができ
ず、まだ原因も追及で
きていない。

⑧
研究内容に関する
知識

自分の班の研究内
容について深く理
解している

十分な知識を持っ
て実験に臨めてい
たか

研究内容に関する知
識を十分に持ち、この
研究結果が社会的貢
献につながることも説
明できる。

研究内容に関する知
識を十分に持ち、研究
の目的や動機に関連
づけながら説明するこ
とができる。

研究内容に関する知
識を持ち、研究の目的
を理解しているが、そ
れらを関連づけて説
明することはできな
い。

研究内容に関する知
識に多少の不安はあ
るが、最低限の説明
はできる。

研究内容に関する知
識が乏しく、説明をす
ることができない。

⑨
研究内容に関する
プレゼンテーション

自分の班の研究内
容を口頭で説明す
ることができる

研究内容をわかり
やすく説明できる
か

多人数の聴衆の前で
も研究内容を理路整
然と一人で説明でき
る。

２～３人程度の少人数
のグループであれば、
研究内容を一人で説
明できる。

個人対個人であれ
ば、研究内容を一人で
説明できる。

研究内容は理解して
いるが、一人ですべて
を説明することはでき
ない。

研究内容を理解して
おらず、一人ですべて
を説明することができ
ない。

⑩
研究内容に関する
質問に対する応答
準備

自分の班の研究内
容に関する質問に
対し回答すること
ができる

研究内容に対する
質問に適切に応答
できるか

相手の質問内容は予
測しているので、どの
ような質問であっても
自信を持ってハキハ
キと回答できる。

ほとんどの質問に対し
ては回答が可能であ
る。

一人で回答できる質
問もあるが、一部の回
答には班員の助け必
要である。

ほとんどの質問に対し
一人で回答することは
難しいが、班員の助け
があれば可能である。

研究内容に対する質
問に回答することは、
全くできない。

評価合計

/50

【実践ルーブリック】

提出したルーブリックが返却されたら、実験のファイルに綴じておきましょう。
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